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くらし安全　新しいまちづくりをすすめよう
⃝鉄道本体工事に早期着手を �  ⑴
　・県知事に要望書を提出
　・鉄道の高架化を前提に着々と進むまちづくり
　・東部コンベンションセンター愛称が決まりました
⃝沼津駅付近の新しいまちづくりについて
　皆さんの疑問にお答えします �  ⑵
　・完成後の沼津駅はどのようになるのでしょうか
⃝平成23年度　会の動き �  ⑵

主　な　記　事
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三つ目ガード北側付近の国道414号は、鉄道高架に合わせて
かさ上げして ４車線に拡幅、西側では、すでに新しい街並み
が姿を現し、東側でも、新しい建物が建ち始めています。

北口駅前広場とあまねガードの間では、道路や建物の配置が
変わり、土地区画整理事業が進んでいます。

◦要望書の主旨

鉄道の高架化を前提に着々と進むまちづくり

　
平
成
23
年
11
月
か
ら
募
集
を
し
た
、
東
部
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
愛
称
と
施
設
名
称
が
決
ま
り
ま
し
た
。
愛
称
は
、
応
募

総
数
８
９
０
通
の
中
か
ら
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
緑
の
広
場
」
と
い

う
意
味
の
「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
」
プ
ラ
サ
・
ヴ
ェ
ル
デ

と
な
り
、
施
設
名
称
は
「
ふ
じ
の
く
に
千
本
松
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と

な
り
ま
し
た
。

　
プ
ラ
サ
・
ヴ
ェ
ル
デ
は
、
平
成
25
年
夏
に
市
の
展
示
施
設
が
、

平
成
26
年
夏
に
は
、
県
の
会
議
場
、
民
間
の
ホ
テ
ル
が
オ
ー
プ
ン

す
る
予
定
で
す
。

　
現
在
は
、
市
の
展
示
施
設
の
建
設
工
事
が
始
ま
っ
て
お
り
、
基

礎
工
事
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

要望書を岩瀬副知事へ手渡す市川会長

　

静
岡
県
は
、
沼
津
駅
付
近
鉄
道
高

架
事
業
に
関
す
る
有
識
者
会
議
報
告

書
説
明
会
を
平
成
23
年
8
月
7
日
・

9
日
・
10
日
に
開
催
し
、
Ｐ
Ｉ
方
式

に
て
関
係
者
間
の
合
意
形
成
を
図
っ

て
い
く
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
事
業
が
さ
ら
に
遅

れ
る
こ
と
を
懸
念
す
る
当
会
と
し
て

は
、
沼
津
駅
付
近
鉄
道
高
架
事
業
の

早
期
着
工
の
要
望
書
を
作
成
し
、
10

月
14
日
、
会
長
と
副
会
長
5
名
、
沼

津
市
選
出
の
県
議
会
議
員
と
と
も
に

県
庁
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

面
会
し
た
岩
瀬
副
知
事
に
対
し
、

「
沼
津
市
民
の
熱
意
を
ご
賢
察
い
た

だ
き
、
推
進
方
針
に
も
示
さ
れ
て
い

る
時
間
管
理
概
念
を
採
り
入
れ
、
有

識
者
会
議
の
意
見
を
尊
重
し
、
鉄
道

の
高
架
化
を
一
日
も
早
く
実
現
し
て

い
た
だ
く
よ
う
下
記
の
点
（
左
の
囲

み
の
三
点
）
に
つ
き
ま
し
て
、
特
段

の
配
慮
を
賜
り
ま
す
よ
う
強
く
要
望

し
ま
す
」
と
の
主
旨
で
、
市
民
の
会

の
ほ
か
、
沼
津
市
選
出
4
県
議
・
東

部
地
域
の
商
工
会
議
所
及
び
団
体
・

企
業
な
ど
50
以
上
の
連
名
で
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

岩
瀬
副
知
事
か
ら
は
、「
皆
さ
ん

の
意
見
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
県

と
し
て
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た

い
」と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｉ
の
期
間
と
し
て
は
１

年
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

１�　今後進めていくＰＩに関しては、期限
を定め、かつ貨物駅移転を前提に予定地
周辺の発展に資する、「まちづくり」や「地
域振興」のあり方に限定し、速やかなる
議論を進めていただくようお願いします。

２�　ＰＩと並行して、配置計画の検討を
JR貨物、JR東海などの関係者と再度詰
めていただくようお願いします。

３�　ＰＩの期間においても、車両基地の建
設など鉄道本体工事が着手できるよう
JR東海、JR貨物などと、調整していた
だくようお願いします。 
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平
成
二
十
三
年
度
会
の
動
き

平
成
二
十
三
年
度
会
の
動
き

⑶
正
副
会
長
会
議

と
き　

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
日
㈬

場
所　

沼
津
商
工
会
議
所
役
議
員
室

議
題　

定
時
会
員
総
会
に
諮
る
議
案
に
つ

い
て

報
告　
「
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
に

つ
い
て
」・「
沼
津
駅
付
近
鉄
道
高

架
事
業
に
関
す
る
有
識
者
会
議
の

結
果
並
び
に
説
明
会
に
つ
い
て
」

と
き　

平
成
二
十
三
年
九
月
六
日
㈫

場
所　

沼
津
商
工
会
議
所
役
議
員
室

議
題　

県
知
事
へ
の
要
望
に
つ
い
て
・
組

織
の
見
直
し
に
つ
い
て

報
告　
「
沼
津
駅
付
近
鉄
道
高
架
事
業
に

関
す
る
有
識
者
会
議
報
告
書
説
明

会
に
つ
い
て
」

⑷
事
務
局
会
議

と
き　

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
九
日
㈬

と
き　

平
成
二
十
四
年
二
月
一
日
㈭

と
き　

平
成
二
十
四
年
三
月
十
二
日
㈪

２
．
広
報
啓
蒙
活
動

⑴
広
報
紙
「
か
け
は
し
」
発
行

①
第
二
十
七
号
（
七
月
三
十
一
日
発
行
）

②
第
二
十
八
号
（
三
月
三
十
一
日
発
行
）

　

８
万
５
千
部
印
刷
・
全
戸
配
布

　

沼
津
市
、
県
知
事
、
県
関
係
部
署
、
沼

津
市
関
係
部
署
、
県
議
会
議
員
、
市
議
会

議
員
、
そ
の
他
関
係
者
配
布

３
．
関
係
機
関
へ
の
要
望

と
き　

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日
㈮

　

沼
津
駅
付
近
鉄
道
高
架
事
業
の
推
進
に

つ
い
て
静
岡
県
知
事
へ
要
望
し
た

４
．
そ
の
他

有
識
者
会
議
傍
聴

〈
第
五
回
〉

と
き　

平
成
二
十
三
年
五
月
十
三
日
㈮

内
容　

意
見
取
り
ま
と
め

〈
第
六
回
〉

と
き　

平
成
二
十
三
年
六
月
十
日
㈮

内
容　

報
告
書
取
り
ま
と
め

Ｐ
Ｉ
委
員
会
傍
聴

〈
第
一
回
〉

と
き　
平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日
㈬

〈
第
二
回
〉

と
き　

平
成
二
十
四
年
一
月
十
六
日
㈪

〈
第
三
回
〉

と
き　

平
成
二
十
四
年
二
月
十
一
日
㈯

１
．
会
議
の
開
催

⑴
総
会
・
定
時
会
員
総
会

と
き　

平
成
二
十
三
年
八
月
三
日
㈬

会
場　

ブ
ケ
東
海
沼
津

議
案　

平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
、
平
成
二
十
三
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て

報
告　
「
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
」

	

沼
津
市
都
市
計
画
部

	

沼
津
駅
周
辺
整
備
事
務
局
長

梶　
　

茂
美　

氏　

報
告　
「
沼
津
駅
付
近
鉄
道
高
架
事
業
に

関
す
る
有
識
者
会
議
報
告
書
及
び

推
進
方
針
に
つ
い
て
」

	

静
岡
県
交
通
基
盤
部
都
市
局

	

街
路
整
備
課
長増

田　

和
仁　

氏　

⑵
全
体
会
議
・
市
民
講
座　

と
き　

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
三
日
㈭

場
所　

沼
津
商
工
会
議
所
三
階
ホ
ー
ル

演
題　
「
Ｐ
Ｉ
と
は
何
か
」

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人P

I-Forum

　

理
事

	

政
策
研
究
大
学
院
大
学
客
員
教
授

	

矢
嶋　

宏
光　

氏　
矢嶋宏光氏 増田和仁氏

市民の会が調べました 沼津駅付近の新しいまちづくりについて、皆さんの疑問にお答えします。沼津駅付近の新しいまちづくりについて、皆さんの疑問にお答えします。

完成後の沼津駅は、どのようになる
のでしょうか？

　沼津駅は、鉄道高架事業によって、一新
されます。
①�駅の南北はコンコース（自由通路）で結
ばれます。人の流れは、現在のJR静岡
駅をイメージしていただくと、わかりや
すいです。

②�駅ホームは、南から東海道本線下りホー
ム、御殿場線ホーム、東海道本線上りホ
ームとなり、乗り換えのための人の流れ
が整理され、スムーズになります。

③�北口駅前広場から南口駅前広場までの鉄
道の幅は、現在の約80ｍから約49ｍに縮
まるため、移動距離が短縮し、利用者の
利便性が向上します。

Ｑ
Ａ

東西に進む東西に進む七通線七通線（４車線）（４車線） 東海道本線東海道本線

御殿場線御殿場線

御殿場線と東海道本線の交差部周辺のイメージ

※御殿場線線路の西側は、車両基地への導入線路となります。
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ホーム
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ホーム
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Ｎ

改 札 口

駅構内の完成イメージ図駅構内の完成イメージ図

至
車
両
基
地

約約
4949
ｍｍ

コンコースコンコース
（自由通路）（自由通路）

コンコースコンコース
（自由通路）（自由通路）
・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・

南北に進む南北に進む平町岡一色線平町岡一色線（４車線）（４車線）
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